
會
　
　
告

▲
其
後
の
入
會
者
左
の
如
し

群
馬
縣
北
甘
樂
郡

一
ノ
宮
町
鈴
木
方

賛
　
　
　

　
　
　

　
並

木

富

大

郎

備
後
國
東
城
町

賛
　
　

　
　

　
　

　
佐
々
木

眞
太
郎

小
石
川
區
林
町
十

二
番
地

賛
　
　
　

　
　
　

　
鹽

島
　

　
　
仁

高
知
縣
土
佐
郡
下
知
村
常
盤
町

賛
　
　

　

　

　
　

寺

田

季
　

一

▲
賛
助
會
員
島
村
安
三
郎
氏
は
、
作
品
提
出
の
上

　
正
會
員
に
轉
格
せ
ら
れ
た
り
。

　
　
　
　
■
■

■

□
本
年
の
夏
期
講
習
會
は
其

一
部
を
大
阪
附
近
に

開
き
度
、
場
處

を
住
吉
若
く
は
尼
ケ
崎

と
し
、
會

期
は
八
月
初
旬
よ
り
凡
そ
二
週
間
、
課
目
は
墨
繪

、

水
彩
畫

の
類

、
會
費
は
記
名
料
講
習
料
合

せ
て
貳

圓
若
く
は
三
圓
程
、
こ
れ
は
講
習
生
の
數
に
よ
つ

て
今
よ
り
定
め
難
く
候
。

□
本
會
に
於
て
開
催
す
る
講
習
會
は
、
趣
味
の
普

及
を
第

一
の
主
旨
と
致
候
事
ゆ

へ
、
講
師
の
報
酬

な
ど
は
元
よ
り
豫
算
外
、
た

ゞ
收
支
相
償
ふ
こ
とを

得
ば
そ
れ
に
て
よ
ろ
し
く
候
。
併
し
大
阪

の
如
き

遠
地
に
出
張
致
候
に
は
、
費
用
も
少
な
か
ら
ず
候

間
、
若
し
會
員
あ
ま
り
に
少
數
な

る
と
き
は
開
催

致
兼
候
。

□
故
に
諦
者
諸
君
に
し
て
.
出
席
御
希
望
の
方
は

正
式
の
申
込
は
後

と
し
て
、
假
申
込
書
を
本
會

へ

宛

て
御
送
付
有
之
度
候
。
本
會
は
其
人
員
の
數
に

よ
り
開
否
を
决

し
可
申

、
開
催
と
極
ま
ら
ば
直
ち

に
規
定
を
發
表
可
致
候
。

□
講

師
た
る
べ
き
人
々
は
、
常
に

多
忙
を
極
め
居

且
夏
期
寫
生
旅
行
等
を
試
む
べ
き
時
間
を
割
い
て

講
習
に
從
事
致
候
事
故

、
讀
者
諸
君
に
於
て
も
、

な
る
べ
く
憤
發

し
て
出
席
有
之
度
、
地
方
よ
り
態

々
來
會
せ
ら
る

ゝ
諸
君
の
爲
め
に
は
、
相
當
の
宿

泊
所
を
本
會
に
於
て
交
渉
致
し
置
可
申
候
。

□
講
習

は
個
人

々
々
に
教
授
致
候
事
故
、
極
め
て

初
學
の
人
に
て
も
入
會
差
支
無
之
候
　
又
講
習
會

を
終
り
し
後
は
、
水
彩
畫

の
展
覽

會
を
開
く
べ
き

豫
定
に
て
、
參
考
品
等
も
多
數
持
參

致
す
筈

に
御

座
候
。□
本
會

々
員
及
本
會
地
方
講
習
生
は
記
名
料
半
額

た
る
べ
く
候

□
豫

て
御
賛
助
を
仰
ぎ
し
水
彩
畫
研
究
所
は
、

い

よ
い
よ
建
築
に
着
手
致
候
。
諸
事
結
了
後
は
更
め

て
御
報
告
可
申
上
候
。

□
箭

號
に
御
約
束

せ
し
吉
田
博
氏
の
ア
ル
ハ
ン
ブ

ラ
の
話
は
、
あ
ま
り
水
彩
畫

に
關
係
無
之
候
由
に

付
掲
載
を
見
合

せ
申
候
。

□
次
號
の
口
繪
は
丸
山
晩
霞
氏
の
信
州
の
夏
景
色

を
御
紹
介
可
致
候

問
に

答

ふ

意注

水
彩
畫
に

關
係
あ
る
も
の
に
唄
る

◎
の
印
は

答
。
一
般

に
對
す
る
利
益
む
き
も
の
は
載

せ
ず

■
一
　

佛
語
に
て
　
L
a
q
u
e
 
C
a
r
m
i
n
e
 

R
o
s
e
 
と

あ
る
は
英
譯

せ
ば
何
と
な
る
で

せ
う
　
二
　
練
製

繪
具
の
乾
燥
し
た
る
も
の
は
結
局
乾
製
繪

具
と
同

じ
き

も
の
で
す
か

(
淺
草
小
松
)
◎
一
　

ラ
ツ

ク

カ
ル
ミ
ン
ロ
ー
ズ
は
ヤ

ニ
が

ゝ
つ
た
る
カ
ー
マ
イ

ン
の
薄
き
色
に
て
凡
て
ラ
ツ

ク
は
ヤ

ニ
色
の
類
に

て
ラ
ツ

ク
ロ
ベ
ル
ト
が
普
通
の
ビ
チ

ユ
ー
ム
に
近

き
色

に
て
ラ
ツ
ク
ド
、
フ

エ
ー
ル
が
エ
ロ
ー
オ
ー

ク
ル
の
ヤ

ニ
が
ゝ
り
た
る
色

の
由
小
林
四
弦
氏
よ

り
承
り
候
、
二
　
製
法
も
異
る
爲
め
練
製
の
固
く

な
り
し
の
は
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
れ
ど
使
用
上
に
絡
別

相
違
を
認
め
ず
　
■
僕
の
所
持
す
る
水
彩
畫
筆
は

近
頃
筆

の
尖
が
四
角
に
分
れ
て
反
て
使
ひ
よ
く
な

つ
た
が
此
筆
は
使
用
し
て
害
な
き

や

(
Y
S
生
)
'

◎
害
な
し
　
時
に
は
ヤ
ス
リ
紙
で
尖
を
ス
リ
切
り

て
使
ふ
こ
とす
ら
あ
り
■
一
　

『
み
づ

ゑ
』
廿
三
ギ
ル

チ
ン
筆
の
「橋

」の
圖
中
央
の
家

や
橋
の
傾
き
て
ゐ

る
は
何
故
が
二
　
大
下
先
生
筆
新
月
の
描
法
を
知

り
た
し
(赤
坂
虹
影
)◎
一
　

何
故
な
る
や
を
知
ら

ず
多
分
あ
の
や
う
な
場
處
を
寫

せ
し
な
ら
ん
　
二

こ
れ
は
空
の
處
と
同
し

や
う
な
色
の
羅
紗
紙
に
描

き
し
者
に
て
樹
木
や
下
の
崖
は
ラ
イ
ト
レ
ツ
ド
に

オ
ル
ト
ラ
マ
リ

ン
を
混
ぜ
た
繪
具
月
は

レ
モ
ン
エ

ロ
ー
ラ
イ
ト
を
濃
く
し
て
後
か
ら
點

じ
た
の
で
あ



る
■
一
　

私
は
將
來
畫

家
を
望
む
も
の
美
術
學
校

に
入
學
す
る
に
白
馬
曾
と
大
平
洋
畫
會

と
何
れ

の

研
究
所
が
勉
強
に
都
合
よ
ろ
し
き
や
　
二

　
ワ
ツ

ト

マ
ン
に
描
く
に
浸
み
込
み
て
繪
具
舒

び
ず
如
何

な
る
理
由
に
や
三
　
大
阪
に
開
か
る

ゝ
講
習
會
の

規
則
は
前
回
と
同

一
な
り

や
又
自
宅
よ
り
通
學

し

て
よ
ろ
し
き

や

(大
阪
乙
部
笑
波
)
◎
一
　

何
れ

に
て
も
同
じ
　
そ
の
う

ち
本
會
研
究
所

に
て
も
毎

日
墨
繪

の
研
究
を
な
す
べ
き
設
備
を
な
す
べ
し

二
　
保
存
法
惡

し
き
た
め
な
り
ワ
ツ

ト
マ
ン
は
濕

氣
を
含
む
と
斑
點

を
生
じ
終
に
使
用
に
耐
え
ず

紙
に
其
製
造
年
號
を
漉
込
み
あ
る
は
こ
れ
が
爲
め

な
り
、
毎
年
四
五
月
頃
に
は
其
年
製
造
の
も
の
舶

來
す
べ
し
新
に
求
む
る
時
年
號
を
見
よ
。
保
存
法

は
プ
リ
キ
又
は
紙
筒
に
て
も

な
る
べ
く
空
氣
の
流

通
を
防
ぎ
て
濕
氣
電
き
處
に
置
く
べ
し
一
三　
大
概

同
じ
な
り
本
號
の
會
告
を
見
ら
れ
よ
　
勿
論
自
宅

よ
り
通
學
し
て
差
支
な
し

■
一
　

丸
山
先
生
の

お
話
に
イ

ン
ヂ
ゴ
ー
の
代
用
と
し
て
日
本
畫

の
藍

棒
を
用
ひ
て
も
よ

い
が
冬
は
用
ゐ
ら
れ
ぬ
と
あ
り

如
何
な
る
故
に
や
二
　
日
本
繪
具
の
タ
イ

シ
ヤ
棒

は
ラ
イ
ト
レ
ツ
ド
の
代
用
と
な
ら
ぬ
に
や

(
陸
前

Y
K
生
)
◎
冬
は
凝
結
し
て
戸
外
に
て
使
用
不
便

な
り
室
内
に
て
溶
き
皿
を
暖
た
め
用
ふ
れ
ば
よ
ろ

し
二
　
代
用
と
な
ら
ぬ
事
も
な
け
れ
ど
不
充
分
な

り
■
一
　

肉
筆
臨
本
を
額
面
と
し
て
使

用
し
得
る

樣
な
風
景
畫
を
得
ら
る
ゝ
や
二
　
大
下
丸
山
先
生

等
の
常
に
使
用
せ
ら
る
ゝ
寫
生
箱
は
ど
の
位
ひ
の

大
き
さ
に
や
三
　
昨
暮
上
野
で
拜
見
し
た
大
下
先

生
の
赤
城

の
畫
は
あ
ん
な
大
き
な
も
の
を
山

へ
擔

い
て
行
か
れ
た
の
で
す
か
　
又
は
畫
室
に
て
延
ば

さ
れ
た
の
で
す
か

(
K
T
)
◎

一　

額
面
と
な
る

べ
し
二
　
通
常
は
九
ッ
切
位
ひ
の
寫
生
箱
、

一
ヶ

所
に
滯
在
す
る
時
は
二
ツ

切
又
は
四
ソ
切
位
ひ
の

大
な
る
畫
嚢

を
携
え
る
あ
り
三
　
あ
の
繪
は
赤
城

で
九
ツ
切
に
充
分
精
密
に
罵
し
て
來
て
書
室
で
仕

上
た
も
の
な
り
半
切
仕
ひ
は
現
場
に
て
仕
上
る
事

珍
ら
か
ら
ず
■

一　

小
生
は
鷄
を
ス
ケ
ツ
チ
し
て

畫
き
た
る
に
至
極
忠
實

の
心
組
に
て
作
.製
し
た
る

に
標
本
的

の
も
の
と
な
れ
り
其
後
觀
察
を
密
に
し

て
筆
を
粗

に
せ
よ
と
の
故
此
度
は
龜
を
ス
ケ
ヅ
チ

し

て
少
し
く
筆
を
粗
に

せ
し
が
忠
實
の
點
に
足
ら

ざ
る
や
の
感

あ
り
要
す
る
に
水
彩
畫

の
本
色
と
標

本
的

と
の
其
間
の
消
息
那
邊
に
あ
り
や
二
　
修
養

中
は
殊
更
に
筆
を
粗
に
し
て
水
彩
畫
風
に
と
思
ふ

よ
り
も
矢
張
り
標
本
的
で
も
忠
實
に
重
き
を
置
く

方

宜
敷

や
追
々
研
究
を
重
ね
れ
ば
目
下
標
本
的
に

て
も
他
日
眞
の
水
彩
畫

を
畫
き
得
る
や
う
に
カ
リ

ま
す
か

(
兵
庫

M
Y
生

)
◎

一
二
　
共
『
み
づ
ゑ
』

二
十

二
、
二
十
三
の
イ
ー

ス
ト
氏
の
寫
生
談
、
二

十
三
の
主
觀

と
客
觀
等
熟
讀

せ
ら

る
れ
ば
自
ら
答

を
得
べ
し
■
大
下
先
生
の
金
港
堂
發
行
水
彩
畫
帖

第

一
輯
の

「箱
根

の
殘
雪
」
に
て
残
雪
の
山
の
前

の
赤
色
の
も
の
は
山
に
候
哉
,
ま
た
此
圖
は
何
日

頃
何
處
邊
よ
り

の
寫
生
に
候
哉
次
に
第
二
輯
續
刊

の
御
心
有
る
に
や

(
礫
川
愛
畫
生
)
◎
枯
草
の
山

な
り
、
色
刷
の
都
合
に
て

少

し

く
赤
過

し
樣
な

り
、
時
は

一
月
初
旬
場
處
は
小
田
原
早
川

の
橋
の

邊

よ
り
、
次
て
續
刊
は
書
肆

の
都
合
次
第

、
第

二

輯

に
は
未
だ
着
手
せ
ず
■
自
畫
石
版
の

一
切
の
必

要
具
は
何
程
な
り

や
又
石
叛
用
イ

ン
キ
は
素
人
に

て
も
使
用
し
得
べ
き

や
(
一
紅
)◎
凡
そ
二
圓
位
、

又
イ

ン
キ
は
使
用
し
能
ふ

讀
者

の

領

分

意注

長

文
及
水
彩
畫
に
無
關
係

の
も
の
は
御
斷
り
。

◎
印
は
編
者
の
答
。
投
書
の
要
點
の
み
をを
掲

ぐ

■
田
舍

に
居
る
身

の
水
彩
畫

研
究
者
に
は
尤
も
有

効
で
尤
も
樂
し
か
つ
た
繪
葉
書
競
技
會
は
先
般
來

よ
り
休
會

と
な
り
實
に
落
膽

仕
候
、
是
非
御
都
合

遊
ば
し
在
野
黨

の
爲
め
從
前
通
り
御
繼
續

下
さ
れ

た
く
候
、
在
野
同
好

の
士
奮

つ
て
御
賛
成
を
祈
る

(
一
紅

)■
一
　
競

技
會
が
な
く
な

つ
て
紙
上
が
淋

し
く
な

つ
た
樣

だ
か
ら
應
募
畫

の
大
さ
を
十
六
切

(ワ
ツ

ト
マ
ン
)位
迄

に
さ
れ
て
は
如
何
。

二
　
水

彩
畫

講
習
會

を

一
度
位
東
北
地
方
で
開
催
す
る
も

善
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
あ
ま
り
無
情
で
す
な
ー

(
陸
前

一
一
生
)◎
一
　

實
行
し
ま
す
御
送
り
下
さ

い
。
二
　
熱

心
な
る
希
望
者
が
多
く
し
て
收
支
が

償

へ
ば
何
處
で
も
開
き
ま
す
、
講
師
の
報
酬
な
ど

は
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
■
『み
づ

ゑ
』
二
十

三
は
大

下
先
生
が
大
奮
發

せ
ら
れ
た
の
で
大
成
功
、
口
繪

の
原
色
版
は
外
國
の
美
術
品
を
見
る
の
感
あ
り
鮮

麗

(赤
坂
虹
生
)■
口
繪

は
や
は
り
石
版
に
せ
ら
れ

た
し
《
下
妻
K
T
生

)
圏
『
み
づ

ゑ
』
の
口
繪

が
原


